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された聖書が読まれ、朗読が聞かれ

るようになる。そして教会や宣教団

の働きによって人々が聖書を学ぶよ

うになり変えられる。神の民とな

り、神の国の働きに加わるようにな

る。それをBible Engagementと呼ん

でいるが、世界の聖書協会を含むさ

まざまな聖書翻訳関連団体で思案・

研究・実践されている。今後この分

野における相互協力も深まっていく

だろう。日本でも多種多様な相互協

力が起きることを期待している。

このような時に聖書協会共同訳は

発行された。まだすべての世代で電

子書籍より紙の本を好む方が多いと

言われる。その数字は今後変化する

だろうが、決して紙の本はなくなる

ことはない。当然聖書も同じであろ

う。その時流がどのように変化しよ

うとも、神の国の働きは続く。そう

である限り聖書協会の使命も続く。

そのようなビジョンと使命感をもっ

ている団体として今後も覚えていた

だければ幸いである。主に栄光！

昨年の12月、私ども日本聖書協

会（以下JBS）は『聖書　聖書協会

共同訳』を発行した。新共同訳聖書

発行以来31年ぶりの新翻訳事業で

あった。その一年前には新日本聖書

刊行会より『新改訳2017』が発行

されており、ここ数年日本語訳聖書

の動向は大きく変化したと言える。

JBSは来年更なるラインナップを企

画・製作している。教会の礼拝・伝

道・宣教に用いられることを強く

願ってやまない。

さて、少し世界に目を向けてみ

た い と 思 う。2010年 よ り「Every 

Tribe Every Nations（以下ETEN）」

という組織を中心に世界の聖書翻訳

事業において大きなうねりが起きて

いる。ETENはアメリカ聖書協会や

ウィクリフ聖書翻訳協会などを含む

10の大きな聖書翻訳団体をつなぎ

合わせ、現場で相互協力を行うため

のプラットフォームを形成し、特に

小部族や言語グループの言葉に効率

的に聖書を翻訳することを推進して

いる。

これまでそれぞれが独自の目標・

目的のために活動し、競争し合う

ような時代があった。それがこの

ETENの働きかけによって、お互い

に経験・知識・技術・人材を自由に

分かち合い協力する環境ができてい

る。そして場所と場合によってはプ

ロジェクトを共同で行っている。ま

た、聖書翻訳のためのコンピュー

ターソフトの開発や翻訳作業のため

のAIの導入なども試みられ、翻訳作

業が加速的に進められているという

報告がある。これらはまさに画期的

な進歩と言えるであろう。

ETENの統計によると、695の言

語に聖書翻訳は完成され、2784の

言語に翻訳作業が進められ、未だ

1810言語が手付かずにままである

と言われている。その現場を見据

え、2033年までに世界人口の95％

の人々が旧新約聖書を実際に手に

し、読むことができるようになるこ

とを目標に事業計画が進んでいる。

インターネットを通して、あらゆる

言語で聖書が読まれ、聖書朗読が聞

かれる時は近い将来くるだろう。

けれども、聖書翻訳事業はあらゆ

る言語に翻訳されたら終わりとなる

わけではない。そこから次は、翻訳

日本聖書協会 総主事

具志堅聖 

世界の聖書翻訳事業の現状と将来
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来
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
7
／
24
～
8

／
9
）、
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
8
／
25
～

9
／
6
）
ま
で
、そ
れ
ぞ
れ
あ
と
７
ヶ
月
、８
ヶ

月
で
す
。
よ
き
収
穫
の
と
き
と
な
る
よ
う
、
そ

れ
ぞ
れ
に
情
報
を
共
有
し
、
助
け
あ
っ
て
い
け

れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

姫
井
師
の
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
ワ
ー
ル
ド
ス

ポ
ー
ツ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
で
も
、
情
報
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。（
総
動
員
伝
道
ま
で
）

更
に
多
く
の
働
き
が
な
さ
れ
て
ゆ
く
よ
う
に

お
祈
り
く
だ
さ
い
。

れ
て
お
り
、
そ
れ
を
わ
か
り
や
す
く
書
い
た
本

を
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
ま
で
も
、
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
少
年
野
球
大
会
な
ど
を
実
施
さ
れ
て
き

て
お
り
、
そ
の
ス
ポ
ー
ツ
伝
道
の
土
台
を
聖
書

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
本
で
す
。

「
聖
書
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
と
福
音
」ス
ポ
ー

ツ
・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
ジ
ャ
パ
ン
（
発
行
：
株

式
会
社　

ヨ
ベ
ル
）

ジ
ョ
シ
ュ
ア
佐
佐
木
師
の
W
S
M
J
で
は
、

来
年
７
月
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
に
し
て
、

日
本
の
い
ろ
い
ろ
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
を
招
い
て
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
計
画
し

て
い
ま
す
。（
淀
橋
教
会
ほ
か
）

https://w
w
w
.facebook.com

/W
orld-

Sports-M
ission-Japan-ワ

ール
ド
-ス
ポ

ーツ
-

ミ
ッ
シ
ョ
ン
-ジ
ャ
パ
ン
-361132138149973/

米
内
宏
明
師
の
J
i
S
P
で
は
、
多
く
の
来

日
す
る
宣
教
団
体
や
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ア
ス
リ
ー

ト
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
来
年
２
月
に
始
め
る
こ

と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

https://w
w
w
.facebook.com

/jispnetw
ork/

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
伝
道
の
取
り

ま
と
め
を
さ
れ
た
岡
澤
元
氏
（
J
i
S
P
事
務

局
）
に
よ
り
、
今
年
の
活
動
の
報
告
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

教
会
か
ら
一
番
遠
い
と
こ
ろ
に
い
る
ス

ポ
ー
ツ
を
さ
れ
て
い
る
方
々
が
、
今
年
、
ラ

グ
ビ
ー
を
通
し
て
多
く
の
場
所
で
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
・
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
と
出
会
い
、
福

音
に
出
会
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
教
会
に

と
ど
ま
ら
ず
、
学
校
、
自
治
会
、
ク
ラ
ブ
に

広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
や
部
活

動
を
敵
と
せ
ず
、
い
か
に
こ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
機
会
を
用
い
て
い
く
か
、
多
く
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
と
知
恵
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

鈴
木
英
治
師
は
、
日
本
で
は
唯
一
と
言
わ
れ

て
い
る
、
ス
ポ
ー
ツ
と
聖
書
の
論
文
を
発
表
さ

O
C
C
（
お
茶
の
水
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン

タ
ー
）
４
階　

東
京
プ
レ
ヤ
ー
セ
ン
タ
ー
チ
ャ

ペ
ル
に
て
、
ス
ポ
ー
ツ
伝
道
に
用
い
ら
れ
て
い

る
４
名
を
講
師
に
迎
え
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
伝
道
の
セ
ミ
ナ
ー
を
持
ち

ま
し
た
。

鈴
木
英
治
師
（
立
川
若
葉
町
キ
リ
ス
ト
教
会

牧
師
）
よ
り
、
聖
書
と
ス
ポ
ー
ツ
の
関
係
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
ジ
ョ
シ
ュ
ア
佐
佐
木
師

（
W
S
M
J
副
委
員
長
、W

orsh
ip
! Jap

an

学
長
）
よ
り
、
W
S
M
J
（
ワ
ー
ル
ド
・
ス

ポ
ー
ツ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
）
の
働
き

を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
米
内
宏
明
師

（
J
i
S
P
代
表
、
国
分
寺
バ
プ
テ
ス
ト
教
会

牧
師
）
か
ら
、前
半
は
J
i
S
P
（
ジ
ャ
パ
ニ
ー

ズ
・
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
の
働
き
の
紹
介
、後
半
で
は
、
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リバイバルミッション
http://www.j-revival.com

OneHope Japan
https://onehopejapan.net/

〒 441-1307　愛知県新城市富沢 407-1

フリーダイヤル：0120-291-372　TEL：0536-23-6712

FAX：0536-23-6220　 office@j-revival.com

〒 170-0013　東京都豊島区東池袋 3-7-9 AS ONE 東池袋ビル 3F

TEL ：090-9312-9620　FAX：050-3730-8289

onehopejapan@gmail.com

伝
道
団
体
連
絡
協
議
会
２
０
１
９
セ
ミ
ナ
ー
報
告

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
伝
道
の
取
り
組
み
」

日
時
●	

２
０
１
９
年 

11
月 

26
日
（
火
）
午
後
２
時
～
４
時

	

〈
報
告
〉
新
生
宣
教
団  

田
倉
誠
一
（
伝
団
協
書
記
）

鈴木英治師

米内宏明師

ジョシュア佐佐木師

岡澤元氏

滝元明師、田中政男師が日本のリバイバルへの熱い
思いを胸に抱き「日本リバイバルクルセード」を旗揚
げし、2020年で50年になります。旗揚げした当初か
ら、貫いてきた事は「伝道」と「教会に仕える」とい
う事でした。「伝道」は教会の最重要使命。主からの

「命令」・「責任」です。私たちがこの地上に生かされ
ている最大の理由は、福音を伝えるためです。伝道は

「人間の命」がかかっている「緊急案件」です。2020
年も「リバイバルミッション2020」という名称でメッ
センジャー、音楽ゲスト、そして、音響スタッフをパッ
ケージにして、全国の教会に派遣し「伝道集会」を開
催したいと願っています。チームに対する謝礼、交通
費、宿泊費、宣伝用チラシ（500枚までは無料）、そ
の他一切の経費をリバイバルミッション側で負担致し
ます。ただし集会時に席上献金をさせて頂き、その献
金をリバイバルミッションにささげて頂く形でお願い
しております。是非多くの方々が救われますように。
また経済的にも支えられますようにお祈り下さい。

OneHopeは次世代宣教のためのマンガトラクトや
ムービー（LUMO）、アプリ（こども聖書アプリ）な
どを製作し、個人や教会に無料で提供している宣教団
体です。ビジュアルツールを活用することで、今の子
どもや青年たちにとってより受け取りやすい形で福音
を届けることを目指しています。

何箱でも無料で提供していて、教会のイベント、キャ
ンプ、幼稚園などで用いられています。また、活動は

国内外の献金によって支えられています。
2019年より新しく神保スタッフが加わり、３人体

制でトラクト提供やセミナー活動をしています。
年内に560件以上、合計約50万冊のご注文をいた

だき、日本全国の教会に提供することができました。
2020年以降もいろんな機会を活用し、教会や団体

とよい協力関係を続け、次世代宣教に取り組んでいけ
ますようにお祈り下さい。

←OneHopeの

定例ミーティング。

左から石倉、宇賀、

神保スタッフです。

▲集会の様子 チラシ見本▶

2020年リバイバルミッション日程
①沖縄地区	 1月24日（金）	～	 2月2日（日）
②九州地区	 2月21日（金）	～	 3月1日（日）
③四国地区	 3月10日（火）	～	 15日（日）
④中国地区	 3月31日（火）	～	 4月5日（日）
⑤甲信越地区	 5月15日（金）	～	 24日（日）
⑥中部地区	 6月12日（金）	～	 21日（日）
⑦北陸地区	 7月3日（金）	 ～	 12日（日）
⑧北海道地区	 9月11日（金）	～	 20日（日）
⑨東北地区	 10月2日（金）	～	 11日（日）
⑩関東・関西地区　11月３日	（火）		～		23日（月）
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『協力』92号

＊
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
宣
教　

W
orld 

S
po

rts M
issio

n Japan

を

設
立
し
ま
し
た
。
協
力
団
体
・

教
会
・
人
財
を
求
め
て
い
ま
す
。

日
本
C
G
N
T
V

（１）
新
し
く
局
長
に
就
任
し
た

パ
ク
・
ド
ゥ
ジ
ン
を
中
心
に
、

２
０
２
０
年
は
「
日
本
か
ら
世

界
へ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
新

し
い
番
組
制
作
、
コ
ン
テ
ン
ツ

開
発
を
通
し
、
視
聴
者
の
方
々

が
霊
的
に
養
わ
れ
、
日
本
の
教

会
の
成
長
の
助
け
と
な
る
働
き

を
継
続
で
き
る
よ
う
に
。

（２）
悪
化
し
た
日
韓
関
係
に
お
い

て
、
こ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
日

本
Ｃ
Ｇ
Ｎ
Ｔ
Ｖ
が
両
国
の
架
け

橋
の
役
割
を
果
た
し
、
キ
リ
ス

ト
の
愛
の
う
ち
に
和
解
と
一
致

の
働
き
が
進
め
ら
れ
て
い
く
よ

う
に
。

福
音
ネ
ッ
ト
伝
道
協
力
会

（１）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
伝

道
番
組
「
こ
の
指
と
ま
れ
」
が
、

世
界
の
人
々
に
聴
か
れ
る
よ

う
に
。

（２）
５
大
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
：

①
「
こ
の
指
ド
ラ
マ
館
」
②
新

約
聖
書
ド
ラ
マ
「
イ
エ
ス
に
出

会
っ
た
人
々
」
③
旧
約
聖
書
ド

ラ
マ
「
神
を
見
た
人
々
」
④
日

本
語
版
「
解
き
放
た
れ
た
人

生
！
」
⑤
「
聖
書
・
名
作
朗
読　

B
iblica Yo

u versio
n LB

新

生
に
福
音
を
届
け
る
こ
と
を
ヴ

ィ
ジ
ョ
ン
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
高
校
生

に
よ
る
高
校
生
伝
道
が
各
地
で

進
む
よ
う
に
お
祈
り
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
団
体
と
し
て
も
必

要
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
出
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
そ

し
て
、
働
き
人
を
は
じ
め
と
す

る
す
べ
て
の
必
要
が
満
た
さ
れ

て
、
整
え
ら
れ
て
い
く
よ
う
に

も
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

新
生
宣
教
団

①
世
界
の
迫
害
下
に
い
る
兄
弟

姉
妹
の
安
全
と
信
仰
生
活
が
守

ら
れ
る
よ
う
に
。
特
に
中
国
の

教
会
の
方
々
の
た
め
に
。

②
聖
書
を
手
に
入
れ
ら
れ
な
い

国
や
地
域
の
人
々
へ
１
冊
で
も

多
く
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
。

②
迫
害
の
激
し
い
イ
ン
ド
に
向

け
た
マ
ン
ガ
聖
書
が
豊
か
に
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
。

総
動
員
伝
道

＊
２
０
２
０
年
度
の
活
動
の

た
め
、
目
下
企
画
中
。W

alk 

w
ith Jesus

は
何
と
か
予
定

が
組
め
そ
う
で
す
が
、S

eed 

S
o
w

ing M
inistry

は
う
か
が

う
べ
き
地
域
が
ま
だ
定
ま
り
ま

せ
ん
。
必
要
と
し
て
い
る
地
方

の
教
会
に
う
か
が
い
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

●
全
国
31
の
放
送
伝
道
協
力
会

が
各
地
域
で
放
送
を
流
し
て
い

ま
す
。
番
組
を
通
し
て
で
な
け

れ
ば
福
音
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
々
に
、
届
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

お
茶
ノ
水
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・ 

セ
ン
タ
ー

●
２
０
２
０
年
は
特
に
Ｏ
Ｃ

Ｃ
館
内
に
あ
る
団
体
と
協
力

し
、
関
係
を
強
め
一
致
し
て

宣
教
の
働
き
に
仕
え
て
い
け

ま
す
よ
う
に
。

●
約
40
年
間
継
続
し
て
き
ま
し

た
Ｏ
Ｃ
Ｃ
フ
ラ
イ
デ
ー
ナ
イ
ト

が
２
０
１
９
年
７
月
か
ら
隔

週
で
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

２
０
２
０
年
は
フ
ラ
イ
デ
ー
ナ

イ
ト
に
献
身
的
に
関
わ
っ
て
く

だ
さ
る
方
を
募
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
特
に
神
様
の
助

け
と
知
恵
が
あ
た
え
ら
れ
ま
す

よ
う
に
。

高
校
生
聖
書
伝
道
協
会

（h
i-b.a.

）

　

日
本
に
い
る
す
べ
て
の
高
校

東
京
プ
レ
ヤ
ー
セ
ン
タ
ー

①
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
も
っ
と
聖

霊
様
に
満
た
さ
れ
て
元
気
に
な

る
様
に
。

②
日
本
中
の
牧
師
さ
ん
が
Ｔ
Ｐ

Ｃ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
奉
仕
に
用

い
ら
れ
る
様
に
。

③
女
性
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
が

１
０
０
名
に
な
る
様
に
。

④
礼
拝
、
祈
り
会
に
多
く
の
方

が
参
加
で
き
る
様
に
。

⑤
新
し
い
チ
ャ
ペ
ル
が
日
本
の

リ
バ
イ
バ
ル
の
た
め
に
用
い
ら

れ
る
様
に
。

P
B
A
太
平
洋
放
送
協
会

●
神
様
の
愛
と
希
望
を
わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
福
音
番
組
（
ラ

ジ
オ
「
世
の
光
」
と
テ
レ
ビ
「
ラ

イ
フ
・
ラ
イ
ン
」）
を
制
作
し
、

提
供
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
福

音
主
義
に
立
つ
す
べ
て
の
教
会

に
仕
え
、
主
に
栄
光
を
帰
す
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

●
神
様
の
知
恵
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
良
き
番
組
を
制
作
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

旧
約
」

（３）
同
労
者
（
出
演
者
）
現
在
10

人(

男
性
４
人
、
女
性
６
人)

感
謝
。
更
に
参
加
を
。

(4)
伝
団
協
の
他
の
伝
道
団
体

と
、
宣
教
協
力
が
で
き
る
よ

う
に
。

Y
W
A
M
日
本

　

Y
W
A
M
 J
A
P
A
N
で

は
日
本
各
地
に
伝
道
拠
点
を
拡

大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
迄
の
東
京
、
大
阪
、
長

野
、
鹿
児
島
、
沖
縄
に
加
え
、

２
０
１
９
年
は
仙
台
と
神
戸
が

加
わ
り
、
２
０
２
０
年
に
は
北

海
道
、
京
都
、
大
分
に
拠
点
を

拡
大
す
る
計
画
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
働
き
は
ま
だ
ま
だ
小
さ
な

も
の
で
す
が
、
少
し
で
も
地
域

教
会
の
助
け
と
な
り
、
救
霊
の

た
め
に
用
い
ら
れ
ま
す
よ
う

に
。
こ
の
日
本
を
愛
し
、
日
本

に
仕
え
る
心
を
も
っ
た
宣
教
師

が
世
界
中
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま

す
よ
う
に
。

伝
道
団
体
連
絡
協
議
会
か
ら

伝
団
協 

会
長 

姫
井
雅
夫

主
の
再
臨
が
近
い
の
か
と

思
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
、
自

然
界
の
猛
威
、
人
種
差
別
、

ま
す
ま
す
格
差
が
広
が
っ
て

い
る
貧
富
の
差
。

伝
団
協
に
属
し
て
い
る
諸

団
体
か
ら
送
ら
れ
て
来
る
印

刷
物
を
見
る
と
、
一
般
の
教

会
で
は
知
り
え
な
い
情
報
が

届
き
ま
す
。
幅
広
い
年
齢
層
、

世
界
を
覆
う
宣
教
の
実
情
、

と
て
も
貴
重
な
情
報
が
、
伝

団
協
か
ら
発
信
さ
れ
て
い
ま

す
。
武
器
を
使
っ
て
「
平
和
」

を
作
り
出
そ
う
と
す
る
各
国

の
動
き
。
で
も
こ
こ
か
ら
は

本
当
の
「
平
和
」
は
生
ま
れ

て
こ
な
い
。
福
音
宣
教
こ
そ

が
、
主
が
も
た
ら
す
本
当
の

平
和
を
作
り
だ
す
。
各
方
面

で
専
門
的
な
知
識
と
活
動
を

し
て
い
る
伝
団
協
の
存
在
は

大
き
い
。

世
界
の
各
分
野
で
、
人
財

不
足
や
企
業
の
倒
産
が
起
こ

っ
て
い
る
。
伝
団
協
で
も
同

様
の
課
題
を
抱
え
る
。
次
世

代
を
担
っ
て
く
だ
さ
る
器
が

な
か
な
か
排
出
さ
れ
な
い
。

さ
ら
に
人
材
を
整
え
て
行
く

財
政
に
も
課
題
は
あ
る
。
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
の
皆
さ
ん
、
こ

の
実
情
を
知
り
、
各
団
体
の

た
め
に
お
祈
り
い
た
だ
き
た

い
と
願
う
。


